東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館所蔵資料からみる芹沢銈介作「クラコ」制作過程の考察 by 今野 咲



















Kurako is a 1947 Kataezome (stencil dyeing) work by Serizawa Keisuke. Important sketches and drawings related 
to this work are in the collection of the Serizawa Keisuke Arts and Crafts Museum at Tohoku Fukushi University. The 
purpose of this paper is to consider the design and production process of the work based on these related materials. 
Kurako  depicts factory workers operating a cargo crane. Numerous figures matching in composition and motif were found 
in a sketchbook of Serizawa’s. As a further example, at the stage of transition from drawing to completion, the realistic 
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紙がいくらあったって足りなかったに違いないんですよ」
と語り、岡村吉右衛門は「観察力は細かでしたよ。非常に
細かい」「根底には実に丹念な観察と、ドローイングがある
んだ」と述べている。ただ本作の人物表現については、全
く同じイメージは存在せず、スケッチを経て芹沢自身のな
かで生成されたとみられる。この点で、幾何学的図案に置
き換えられたジブのトラス構造もまた、より広義に大阪工
機製作所の事業をシンボライズするために、取材スケッチ
をもとに抽出されたと見ることもできるだろう。
スケッチが線描を主にする一方、下絵はそこに色面を加
える作業となる。観察によって瞬間的に掴み取った大まか
な印象や丹念に写し取られたディティールは、描き手の関
心を直接的に表すものだが、型彫りや色差しへの発展を考
えたときには、必ずしもそれを全て生かしきれるわけでは
ないだろう。スケッチから下絵へのステップは、スケッチ
で掴んだイメージを色面の要素で抽象化しながら、線と面
を織り交ぜた確固たる構成へ導く作業といえる。いいかえ
れば、スケッチにおける細やかな観察と描写があってこそ、
下絵段階で具象と抽象を自由に往来できることになる。先
述の柳悦孝の発言には、まさにその往来のなかにいる芹沢
の姿が想像され、「練り上げ、整頓をし、完成させてゆくと
き、滾々とした生命力があふれてくるまで描き込み続ける、
というのが芹沢式」8と評した岡村吉右衛門の言葉にも深
い共感を覚える。この点で、「3．下絵と完成作の相違点お
よび装飾的発展」で紹介した、完成作にはない下絵（図２
-9）の存在は示唆に富んでいるように思われる。本下絵は、
スケッチ帖に同様の描画を確認できたのだが、構図をラフ
に描いたのみで、他の図案のように線描による丹念な個々
のモチーフ描写はなかった。画面を斜めに横切るレールに
構図の動性があるが、スケッチ段階から色面の印象が強く、
他に比べて図案としての発展力が弱かったと解釈すること
もできるだろう。
付記
本稿で紹介した芹沢銈介作品の掲載にあたり、芹沢恵子
様の格別のご配慮を賜りました。また執筆に際しては、濱
田淑子様に多くのご教示を頂きました。英文要旨は、東北
福祉大学のKen	Schmidt教授にご協力を頂きました。ここ
に厚く御礼を申し上げます。
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画像出典
口絵、図1~4、図5-1~3、および表2の画像はすべて筆者撮影。
図5-4~5は東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館の所蔵。
註
1	 小堀保三郎の経歴は「財界人物誌	大阪工機社長	小堀保三
郞氏」（『日本経済新報　第4巻第33号』	日本経済新報社　
1951年11月　21頁）や「事業のフェニックス	大同輸送機
工業･小堀保三郎の場合」（『日本経済新報　第10巻第21号』	
日本経済新報社　1957年7月　52-53頁）に詳しい。
2	 『清交社社員名簿』　清交社　1942年　175頁
3	 註2で示した名簿（『清交社社員名簿』　清交社　1942年）
には、1942年10月末時点での会員情報が、氏名・所属・住
所・電話番号の順に記載されている。
4	 『真岡新聞』（2017年4月28日付　真岡新聞社）によれば、
棟方志功は1942年頃に小堀保三郎の生家の離れに滞在して
いた。近くの多功不動尊を主題にした版画作品のほか10数
点が同地に現存しているという。また棟方志功の自伝『板極
道』（中央公論社　1964年）によれば、棟方志功と小堀保三
郎は、稀覯本を専門とする大阪･難波の十二段家書房で知り
合った。十二段家（京都）の店主・西垣光温が営む同店の二
階を大阪での寄留地としていた棟方志功が、顧客の一人だっ
た小堀と出会ったようだ。小堀は棟方の絵や版画を好み、店
を訪れるようになったという。
5	 大阪工機製作所の住所（大阪市城東区今福中3丁目12）を『大
阪市街図』（日本地図　1947年）で確認すると、現在の大阪
市城東区今福東1・２丁目付近に相当することが分かった。
同地図には戦災焼失地区も記録されているが、工場は一歩手
前で被災を免れたようである。なお鳥瞰図のうち左手を流れ
るのは城北川で、そこに架かるのは今福大橋と考えられる。
6	 『芹沢銈介装幀集』（1970年4月　吾八）第7回頒布分付録
の「近況おしらせ」より一部抜粋。
7	 紐を主題にした作品は、「ねじり文　染裂」（1946年）や「ひ
も結び文」（1946年）、「組紐文卓布」（1950年頃）、「組紐
文のれん」（1960年）といくつか存在し、芹沢の関心事項の
ひとつであった。
8	 岡村吉右衛門「ゆったりとした質感と奔放な筆致」（『芹沢銈
介全集　7巻』（中央公論社　1980年　161-173頁）
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